
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 和
希
楽
会
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動 

大
原
幽
学
記
念
館
を
散
歩
し
ま
し
た
！ 

平
成
二
五
年
九
月
七
日
（
土
）
に
、
和
希
楽
会
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
、

「
大
原
幽
学
記
念
館
散
歩
」（
旭
市
長
部
）
が
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
、
障
が
い
者
や
家
族
の
交
流
を
図
る
・
地
域
の
歴
史
に
触
れ

教
養
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
二
十
三
名
が

参
加
し
た
。
中
に
は
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
共
に
ご
家
族
で
の
参
加
も

あ
っ
た
。 

幕
末
の
農
村
指
導
者
の
先
駆
者
で
あ
る
大
原
幽
学
。
幽
学
の
活
動
拠

点
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
平
成
元
年
に
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
、
そ
の
後

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
八
年
に
は
園
内
に
記
念
館

が
開
館
し
た
。 

当
日
は
学
芸
員
の
猪
野
映
里
子
氏
よ
り
大
原
幽
学
の
生
い
立
ち
や

功
績
、
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

た
。
ま
た
、
園
内
に
は
幽
学
が
設
計
し
た
「
旧
林
家
住
宅
」
が
あ
る
。 

雨
が
心
配
さ
れ
た
が
（
和
希
楽
会
と
い
え
ば
雨
？
）、
記
念
館
内
の

見
学
が
終
わ
っ
た
頃
に
は
天
候
も
落
ち
着
い
た
た
め
、
急
な
上
り
坂
を

の
ぼ
り
、
青
空
の
下
旧
林
家
住
宅
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

園
内
は
四
季
折
々
、
様
々
な
表
情
を
見
せ
る
と
の
事
。
特
に
二
月
下

旬
か
ら
四
月
ま
で
、
園
内
の
約
三
〇
〇
〇
本 

の
椿
が
見
頃
を
迎
え
る
（
椿
は
旭
市
の
花
に 

選
定
さ
れ
て
い
る
）。 

寒
さ
の
残
る
中
、
椿
の
花
を
見
に
訪
れ 

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。 
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ワッキー 

和希楽会  



平成 25 年度 和希楽会全体集会 

小見川市民センター「いぶき館」にて盛大に開催しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――  全体集会フォトギャラリー  ―――― 

 

     

 

 

   

 

 

 

   

 

和
希
楽
会
タ
オ
ル
協
賛
者 

㈱
ア
ヴ
ァ
ン 

㈲
赤
座 

あ
さ
ひ
こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園 

㈱
旭
青
果
地
方
卸
売
市
場 

あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ス
㈱ 

熱
田
家
具
建
具
店 

伊
藤
運
送
㈱ 

伊
藤
誠
（
初
代
地
域
育
成
委
員
会
委
員
長
） 

㈱
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン302

企
画
室 

小
倉
接
骨
院 

お
ま
き
や 

こ
う
ご
保
険
㈲ 

児
童
養
護
施
設 

滝
郷
学
園 

島
田
農
場 

昇
月
ビ
ア
ス
タ
ン
ド 

㈲
デ
フ
ィ 

パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル 

㈱
広
屋 

㈱
宮
内
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム 

り
ぷ
ら
す 

 

（
敬
称
略 

五
〇
音
順
） 

和希楽会タオル 

完成しました！ 
 完成が待ち望まれていた 

和希楽会タオルがついに完 

成しました。作成に至って 

は左記の協賛者の方々に協

力いただきまして、全体集会当日はタオルを参加者全員に配布しました。

デザインは数々の力作の中から、「虹の架け橋」をテーマにした早川幸太君

のデザインを採用しました。マッチング活動や日頃の運動に活用して頂き

たいと思います。協賛者の皆様、ご理解ご協力ありがとうございました！ 

平
成
二
五
年
六
月
一
六
日
、
和
希

楽
会
全
体
集
会
が
小
見
川
市
民
セ

ン
タ
ー
「
い
ぶ
き
館
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
に
新
舎
規
由
先
生

（
柳
原
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
・
リ
ハ
専
門
医
）
に
『
僕
で
も
医

者
に
な
れ
た
わ
け
』
の
演
題
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
舎
先
生
は

大
学
三
年
の
と
き
に
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
中
の
事
故
に
よ
り
、
頚
髄
損
傷

を
受
傷
し
、
現
在
移
動
の
際
は
車
い

す
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

講
演
で
は
受
傷
時
か
ら
医
師
と

し
て
働
く
ま
で
の
経
験
談
を
分
か

り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
話
の
中
で
は
障
害
を
持
ち
な

が
ら
も
工
夫
し
て
勉
強
し
た
こ
と

や
、
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た

こ
と
、
ま
た
「
障
害
を
一
人
で
乗
り

越
え
る
の
は
不
可
能
。
友
人
な
ど
周

囲
の
人
の
支
え
が
大
き
か
っ
た
」
と

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
「
障
害
を
持
っ
た
方
に
対

し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て

（
い
い
意
味
で
）
突
き
放
し
、
自
分

の
力
で
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
」

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

集
会
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
『
新
舎
先
生
の
講
演
に
は
感

動
し
ま
し
た
』
『
実
体
験
を
基
に
し

た
話
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
我
々

ス
タ
ッ
フ
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
、

少
し
ず
つ
で
も
手
助
け
が
出
来
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
』
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

サ
ー
ク
ル
紹
介
・
車
い
す
ダ
ン
ス
披
露
も 

講
演
後
に
、「
香
取
・
海
匝
地
域
で
活
動
し
て
い
る
障

害
者
サ
ー
ク
ル
の
案
内
、
自
由
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
参
加
い
た
だ
い
た
団
体
・
サ
ー
ク
ル
は
、 

・
匝
瑳
市
身
体
障
害
者
福
祉
会 

・
車
い
す
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ク
ア
ル
ト
」 

・
ロ
ー
リ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル 

「
九
十
九
フ
ァ
ミ
リ
ー
」 

・
小
見
川
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル 

・
ボ
ッ
チ
ャ
サ
ー
ク
ル 

・
障
害
者
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル 

で
し
た
。 

自
由
見
学
で
は
参
加
者
が
自
由
に
各
ブ
ー
ス
を
見
学

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
活
動
の
説
明
を
聞
い
た

り
、
準
備
さ
れ
た
資
料
や
動
画
を
見
た
り
し
な
が
ら
、

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
見
学
の
合

間
に
は
参
加
者
間
の
交
流
も
図
れ
、
情
報
交
換
な
ど
を

活
発
に
行
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
講
演
さ
れ
た
新
舎

先
生
も
一
緒
に
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
方

に
気
さ
く
に
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
フ
ロ
ア
前
方
に
て
、「
ク
ア
ル
ト
」
に
よ
る
車

い
す
ダ
ン
ス
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
車
い
す
の
滑

ら
か
、
且
つ
機
敏
な
操
作
や
全
身
の
表
現
に
よ
り
、
曲

に
応
じ
た
優
雅
さ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
間
近
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鑑
賞
の
み
で
は
な
く
、

そ
の
場
に
い
た
参
加
者
み
ん
な
で
円
に
な
り
、
指
導
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
の
全
体
集
会
で
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
計

１
０
０
名
以
上
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
し
た
時
だ
け
の
楽
し
い
時
間
・
場
所
の
共
有
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
か
ら
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

 

今
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
期
待
！ 

ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
時
に
回
答
い
た
だ
い
た
、「
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ー
ト
」
に
は
、
参
加
さ
れ
た
方
が
『
今
後
や
っ

て
み
た
い
活
動
』
や
『
興
味
の
あ
る
活
動
』
を
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」、「
も

の
づ
く
り
・
農
作
業
」
、
「
公
園
で
の
歩
行
リ
ハ
ビ
リ
」
、

「
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
、
「
カ
ラ
オ

ケ
」
な
ど
を
や
り
た
い
と
い
う
声
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
活

動
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
期
待
に
添

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

和
希
楽
会
で
は
今
後
も
全
体
集
会
や
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
障
害
が
あ
る
方
の
活
動
の
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。 



和希楽会マッチング活動：障害者ゴルフサークル体験会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

練習場での練習のあとに、 

ショートコースにも挑戦！！ 
 

平成 25 年 7 月 13 日（土）、旭市の東洋ゴルフ場

にて和希楽会マッチング活動「障害者ゴルフサー

クル体験会」が開催されました。 

「障害者ゴルフサークル」は昨年のマッチング

活動をきっかけに活動を開始しており、現在メン

バー５人で、月 2 回（隔週木曜日）のペースで練

習を継続しています。   

今回は体験会としてメンバーのほか、興味のあ

る参加者を募って実施しました。普段は練習場で

の打ちっ放しの練習がメインでしたが、当日は東

洋ゴルフ様の協力のもと、パターの練習やショー

トコースでの実践練習も行わせていただきまし

た。既存のメンバーもコースでの実戦練習は初め

てで、久々の芝生の感触に、はじめはやや緊張の

面持ちでしたが、プレー中は楽しく、終わった後

の参加者の清々しい表情がとても印象的でした。 

今回初めて参加した方からは「またゴルフクラ

ブを握るとは思わなかった。」「今日はたくさん歩

いた。普段はなかなかこれほど歩かない。」「デイ

サービスに行くより、こっちの方が良い。」などの

声が聞かれました。今後練習を続け、コンペを開

催する日が待ち遠しい限りです！連日の猛暑の中

でしたが、幸い当日はやや曇りで風もあり、熱中

症になること無くゴルフを楽しむことが出来まし

た！ 

今後も随時メンバーを募集しておりますので、

興味のあるは見学でも構いませんので、ぜひご連

絡ください。ゴルフを通じて体力づくり、仲間づ

くり、生きがいづくり、情報交換、運動機会の確

保などを一緒に行っていきましょう。 

 

連絡先 TEL：0479-79-1905  

聖マーガレットホーム 永野亮太    

募集! 

和希楽会では、会の趣旨に賛同して頂いた方で、 

①活動に参加してみたい障がいのある方（新規にニュースの送付を希望される方も OK） 

②活動をサポートしていただけるボランティアの方（マッチング活動などのサポートや、全体集会でのお手伝いなど） 

③活動をサポートしていただける企業（活動場所・アイデアの提供、活動資金の援助など） 

④当会の活動において有効と思われる各種情報の提供やご意見を募集しています。詳細やお問い合わせは下記連絡先まで。 

Tel:0479－72－1131（九十九里ホーム病院：リハビリテーション科 作業療法士 木内） Mail: reha99home@ybb.ne.jp 

mailto:reha99home@ybb.ne.jp


和希楽会マッチング活動のお知らせ 

① 障がい者のための料理教室～体が温まる冬メニュー～ 

昨年の全体集会の際のアンケートなどで希望の多かった、「料理教室」をついに開催いたします！ 

日 時：平成 25 年 11月 16 日（土） 10 時～14 時 

会 場：八日市場公民館 料理実習室（匝瑳市八日市場イ 2402） 

対象者：身体に障がいがあり、今後調理をしたい方、現在している方、 

料理に興味のある方 

持ち物：エプロン、タオル、筆記用具 

参加費：1200円（材料費・会場使用料・保険代として：当日徴収） 

内 容：講師に調理師・栄養士の木村まゆみ氏をお迎えし、調理方法を教えて

頂きます。またボランティアでリハビリテーションスタッフも参加い

たしますので、必要に応じて調理時の工夫など（固定方法のアイディ

アなど）のアドバイスもしたいと思います。当日は、実際に片麻痺が

あっても料理を日常的に行っている方にも参加いただく予定です。料理を通していろいろな交流が出来

ると良いと思います！もちろん男女問わず参加 OK です！ 

募集定員：15～20 名程度 

申し込み締め切り：平成 25 年 11 月 8日（金）17 時 

申し込み先・お問い合わせ：聖マリア園 作業療法士 大木恵 （TEL:0479-60-0604） 

  

②銚子ビッグバンサークル見学・体験会 

銚子で活動している「銚子ビッグバンサークル」の見学・体験会を行います！ 

日 時：平成 26 年 2月 1 日（土）14 時～ 

会 場：ビッグバンスポーツクラブ 銚子店（銚子市末広町 2-1） 

対象者：身体に障がいがあるが、自力（杖使用可）で移動が可能な方 

（※車椅子を使用しないと移動できない方は参加不可） 

    当日、会場まで自力又は家族の送迎などにより来られる方 

参加費：無料 

持ち物：特になし 

内 容：スポーツクラブ内の施設や器具の案内・見学とトレーニングマシン（数台）の体験などを、インスト

ラクターの指導の下行います。 

募集定員：15 名 

申し込み締め切り：平成 26 年 1 月 17日（金）17 時 

申し込み先・お問い合わせ： 小見川総合病院 作業療法士 多田賢五（TEL：0478-82-3161） 

編
集
後
記 

▽
完
成
後
間
も
な
い
、
新
し
い
施
設
「
い

ぶ
き
館
」
で
開
催
し
た
、
平
成
二
五
年

度
和
希
楽
会
全
体
集
会
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？
運
営
側
の
準
備
不
足

で
バ
タ
バ
タ
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
内
容
的
に
は
と
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
来
年
は
匝
瑳
市
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
現
在
検

討
中
の
段
階
で
す
の
で
、
何
か
楽
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
（
身
体
に
障
が
い

が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
動
い
て
い
る
方

の
情
報
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
教
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
▽
全

体
集
会
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
障
害
者

ゴ
ル
フ
」「
大
原
幽
学
記
念
館
見
学
」
の

２
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
も
盛
況
で
、
と
て
も

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
！
▽
記
録
的

な
猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
夏
も
過
ぎ
、

過
ご
し
や
す
い
時
期
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
「
食
欲
の
秋
」
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」・
・
・
皆
様
は
ど
の
よ
う
な
「
秋
」

を
満
喫
し
て
い
る
、
ま
た
満
喫
す
る
予

定
で
し
ょ
う
か
？
「
予
定
は
ま
だ
、
こ

れ
か
ら
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
マ
ッ
チ

ン
グ
活
動
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

食
欲
・
ス
ポ
ー
ツ
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
！
み

ん
な
で
和
希
楽
会
タ
オ
ル
を
持
っ
て
、

出
か
け
ま
し
ょ
う
！ 

 

 


